
年度　事業シート

第5次廿日市市総合計画　（後期基本計画）

2
1
3

年度

１　事業の目的、意図

２　事業の実施主体・関係団体・役割

３　平成 年度 決算 （事業の内容・コスト情報・目標到達見込）

○大野一丁目地区内賑わい施設検討業務
大野支所敷地を活用した一体型の道の駅の整備可能性について協議・検討するため、計画交通量を
基にした交通処理について検討し、一体型道の駅の整備に向けた条件整理や課題等を明らかにすることを
目的として実施した。

○大野支所周辺にぎわい創出に係る事業性評価検討業務
地域の商工関連団体等と連携し、物産販売等を核とした実験イベント事業を実施。
大野支所を含む周辺市有地におけるにぎわい創出拠点の整備に向けた評価・検証を行った。

開催日：平成25年8月3日（土）・4日（日）の2日間
来場者：約2,000人（2日間）
参加事業者：35事業者
実施調査 （1）量的調査（来場車両等）

（2）出店者調査（アンケート調査・ヒアリング調査）
（3）来場者アンケート

【参考】 大野支所検討委員会の開催→検討委員会から報告書提出
大野支所敷地における地域物産販売の可能性調査・施策提言（業務委託）
大野一丁目地区内賑わい施設検討（業務委託）

・事業費関連
【歳出】

　大野一丁目地区内賑わい施設検討業務　 円
　大野支所周辺にぎわい創出に係る事業性評価検討業務 円
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国・県・コミュニティ・各種団体との協議・調整
業務委託

H25からH26へ繰越

01 一般会計

事業実施に係る市役所（職員）の役割

平成 25

地域の賑わい拠点をつくることにより、産業や交流が活性化する。
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公共施設調査事業

大野支所周辺市有地にぎわい創出調査業務

市民、来訪者、地元の事業
者
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【対象】誰の（何の）ために 【目指す姿・意図】（いつまでに、どういう状態に）

実施主体 関係団体（パートナー）

  人  件  費  (按 分） B
5,263,200

備考

    市  （ 市税 な ど ） 2,675,400
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人口（4月1日現在） 118,000 人
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